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ESGへの取り組み方針

ステークホルダーとの関係

　当社は、持続的な成長の実現に向けた、ESG（環境・社会・
ガバナンス）分野の重点的な取り組みとして、以下の９つ
に取り組んでいます。

　私たちは「限りない創造　社会への奉仕」を社是に、当
社の成長を通じ、持続可能な社会の実現にも貢献したい
と考えています。そのため、2030年までに国際社会が目
指す共通の目標として国連が掲げる「SDGs（Sustainable 
Development Goals=持続可能な開発目標）」に示されて
いる、社会・環境などのグローバルな課題解決に率先して
取り組みます。具体的には、エアバッグの普及による事故
時の被害軽減や、部品の軽量化によるクルマの燃費向上・
CO2排出量の削減といった、より良い社会づくりに向けて
従来進めているさまざまな事業活動を通じ、お客様・株主・
投資家・従業員・サプライヤーといった世界中のステーク
ホルダーの皆様からの期待に積極的に応えていきます。

ステークホルダー 宣    言 コミュニケーション

お客様
変化を先取りした研究開発とモノづくり技術によ
り、お客様に満足いただける品質・価格で、タイム
リーに商品・サービスを提供します。

● CS ／営業活動  ● WEB サイト

株主・投資家 中・長期的な経営目標、重点施策を明らかにした
2025事業計画を策定し、持続的に成長します。

●決算発表（年4回）  
●決算説明会（年2回）・株主総会（年1回）
● WEB サイト   ●個別ミーティング 
● IR ツール（統合報告書・事業報告書など）

従業員
労使相互信頼・責任を基本に、一人ひとりの個性を
尊重するとともに、チームワークによる総合力を高
め、活力と働きがいのある企業風土を実現します。

●イントラネット／社内報  ●研修  
●従業員サーベイ（年6回）  ●中央労使協議会（年5回）  
●部門労使協議会（年6回）

サプライヤー
仕入先様とのオープンで対等な関係を基本に、互
いに企業体質の強化・経営の革新に努め、グループ
の総合力を高めます。

●調達活動  ●調達連絡会

地域社会
良き企業市民として、各国・地域に根ざした事業活
動および社会貢献活動により、経済・社会の発展に
貢献します。

●事業を通じた地域コミュニティへの貢献  
●ボランティア活動への参加

国・自治体・業界 団体 法令の遵守や企業倫理の徹底に向けた体制を構築
し、誠実な事業活動を行います。

●法令／規制への対応  
●産学官連携プロジェクトへの参画  
●業界団体への参加
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低炭素社会の構築

グローバル人材の育成や
ダイバーシティの推進

コーポレートガバナンスの向上

循環型社会の構築

安全で働きやすい職場づくり

コンプライアンスの順守

環境マネジメントシステム構築

製品の品質向上
地域社会との共生
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豊田合成における重要度

特に高い

特に高い高い

● 雇用 ● 人権の尊重
● 事業活動を通じた
  社会への貢献

● ステークホルダーとの
  コミュニケーション

● 社会貢献活動
● 従業員満足の向上 ● 環境保全・自然共生社会の構築

● 健全な労使関係

● サプライチェーンマネジメント

● 先進技術に基づく
  新たな製品の創造

マテリアリティ（最重要課題）特定プロセス

　GRI（Global Reporting Initiative）のガイドラインを参照し、当社
グループの事業戦略を通じて「SDGs」が掲げる17の目標達成にどの
ように貢献できるか、またそれぞれの事業に関わるリスクと機会につ
いて検討しました。

　STEP1で抽出した検討課題をマテリアリティマッ
プ上に配置。有識者およびステークホルダーへの
ヒアリングなどを踏まえ、いずれも「特に高い領域」
に位置する項目を最重要視すべき課題と判定。

●	 循環型社会の構築
	 ・廃棄物低減
	 ・水使用量低減
●	 環境マネジメント
	 ・法令遵守、マネジメントシステム構築
	 ・環境意識の醸成

●	 低炭素社会の構築
	 ・CO2排出量低減
	 ・温室効果ガス排出量低減

●	 コーポレートガバナンス
	 ・企業統治と経営の透明性

●	 コンプライアンスの徹底
	 ・企業倫理と法令遵守

　STEP2で抽出した最重要視すべき課題について、関係部門からなるプロジェクトチームでの検討を経て、9つ
の重点的な取り組みを決定しました。このマテリアリティは、ステークホルダーの皆様の関心、影響度が高いこ
とはもちろん、当社グループにとっても重要なテーマとして位置づけています。

SDGsへの取り組み
豊田合成グループは、自らの事業活動を通じ、国際社会（全ての国連加盟国）が2030年
までに目指す目標（SDGs: Sustainable Development Goals）達成に貢献していきます。

課題把握・整理

社内外の視点から
各要素の重要度を判定

マテリアリティの特定

STEP 1

STEP 2

STEP 3

●	 人材
	 ・グローバル人材の育成
	 ・ワークライフバランスの推進
	 ・ダイバーシティの推進

●	 労働安全衛生
	 ・安全で働きやすい職場づくり
	 ・健康経営
●	 製品の品質向上
●	 地域社会との共生

環  境（E）

社  会（S）

ガバナンス（G）
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価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 財務報告
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